
令和８年度 総合的な学習の時間 全体計画 

江戸川区立小松川第二小学校 

名称：総合的な学習の時間 

学校の 

教育目標 

からだも心も健康な子ども 

・よく考え工夫する子 ・思いやりのある子 ・力を合わせやりとげる子 

 

学校の総合的な学習の時間の目標 

１ 探究的な学習の課程において、課題の解決に必要な知識及び技能を習得し、主体的に学ぶ資質・能力を育てる。 

２ 身近な生活や社会の中から疑問を見付け、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。 

３ 探究的な学習に主体的・協働的に取り組み、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画しようとする態度を養う。 
 

育てようとする資質や能力及び態度 

知識及び技能 

第３・４学年 第５・６学年 
・いろいろな調べ方の方法を知る。 

・適した資料を選び、情報を収集する。 

・多様な課題追究の方法を考える。 

・複数の資料から必要な情報を収集する。 

思考力、判断力、表現力等 

第３・４学年 第５・６学年 
・相手や目的を考え、分かりやすく伝える。 

・自分の意見や感想をもち、表現する。 

・資料を活用し、比べて考える。 

・目的に応じて様々な表現方法を使い、効果的に伝える。 

・自分の意見や感想をもち、表現する。 

・プログラミングを体験し、課題の解決方法を論理的に考える。 

学びに向かう力、人間性等 

第３・４学年 第５・６学年 
・互いの考えを認め合いながら協力して活動に取り組む。 

・これからの自分の生き方を考える。 

・互いの考えを認め合いながら協力して活動に取り組む。 

・これからの自分の生き方や社会との関わりを考える。 

 

学習活動 指導方法 指導体制 学習の評価 

・３年は地域や身近な人々、４

年は地域の安全や自己の生

き方、５年は防災、セカンド

スクールに関わる事柄、６年

は日光移動教室、国際理解に

関わる事柄を主な主題とす

る。 

・体験的な活動を重視する。 

・一人一台端末、図書館資料を

活用し、探究的な学習を行

い、個々の課題を解決できる

ようにする。 

・地域に関わる単元では、地域

の人材を積極的に活用する。 
・自己評価や児童の相互評価を

取り入れる。 

・児童の探究活動の様子やまと

め、表現活動を評価に生か

す。 

学習指導要領が示す総合的な学習の時間の目標 

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていく

ための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

１ 探究的な学習の課程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさ

を理解するようにする。 

２ 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるよ

うにする。 

３ 探究的な学習に主体的・協働的に取り組み、互いの良さを生かしながら、積極的に社会に参画しようとする態度を養う。 

内 容 学習対象 学習事項 

第３学年 
・身近な地域のよさやそのために取り組んでいる人々 

・江戸川区の文化に力を注ぐ人々 
・くらしを支える人々と仕事・バリアフリー 

・江戸川区の伝統文化やそれを守る人々 

第４学年 
・身近な自然環境とそこで起きている環境問題 

・自分の成長と将来の生き方 
・環境問題と自分たちの生活との関わり 

・自分の成長とそれを支援してくれる人々 

第５学年 
・魚沼市の自然や米作りに関わる人々の努力 

・身近な自然災害と自身の身の守り方 
・魚沼市などの自然や文化、産業 

・自分自身の身を守る防災に対する取組 

第６学年 
・日光市の自然環境や歴史的な文化遺産のすばらしさや

それに関わる人々 

・世界の人たちの大切にしている文化や価値観 

・日光市の自然や歴史と観光 

・日本と世界の国々の文化の違い 



 


